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図 1 レスリングにおける歯の損傷および相手選手の頭部裂傷
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レスリング競技，ラグビー競技における多職種連携の成果：スポーツ医
科，スポーツ歯科，アスレティックトレーナーのこれまでの協働・今後
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多くの国内外で開催される競技大会は，多くの感動を多くの人に与えてくれる．これは，選手のたゆま
ぬ努力に支えられている．しかし，選手たちは日々の練習，大会において少なからず傷害の危険にさらさ
れている．選手の健康，傷害の予防はパフォーマンスの維持・向上に欠かせない．これを支えるスポーツ
における医療環境は，競技の変化，医療の発達により日々進化している．
我が国においては，日本スポーツ協会においての公認スポーツドクター，公認スポーツデンティスト，
公認アスレティックトレーナー等の資格をもとに，多くの医療関係者が参画し協力しあっている．現在，
スポーツドクターとアスレティックトレーナーの連携は強いものの歯科との関係は強固とは言えないもの
と考える．そこで，選手のパフォーマンスの維持・向上のため，スポーツデンティストの活動，内容を他
職種に理解して頂く必要がある．
スポーツデンティストの役割は，歯や顎の健康のために，噛む力や噛むバランスを含めた・スポーツ歯
科的なデンタルチェック（歯科検診）を行い，パフォーマンスに影響しそうな問題を抽出し，必要な助言，
指導を行う．スポーツによる歯の破折・脱落，顎骨骨折等に関する，相談・治療・応急処置を行い，2次外
傷の予防や早期復帰を考える．スポーツ外傷防止のため，種目，選手の口腔内等を考慮した適切なカスタ
ムメイドマウスガードの製作・提供を行う．スポーツ現場においては，スポーツドクター，トレーナーな
どの多職種と協力して歯科的救護活動を行うなどである．
多職種が連携して救護活動を行うべき事例としては，レスリングにおいての外傷の例をあげれば，タッ
クルに入る際に選手の上顎歯が相手選手の頭部，顔面にヒットし，一人は歯の破折・脱臼などを起こし，
相手選手は頭部，顔面の裂傷を起こしたケース（図 1），ラグビーにおいてもハイボールの争奪時，選手の
歯が相手選手の頭部にあたり，選手の前歯が破折し相手選手が頭部に裂傷を負ったケースなどがある（図
2）．このように歯が凶器となって，本人は歯の損傷，相手競技者の頭皮などが傷つくことがある．このよ
うな場合，歯による外傷では感染の問題もあることも見逃せない１～3）．臨場した，多職種の医療関係者がそ
れぞれの職域で必要な処置を行う必要があるものと考える．ちなみに上顎前歯は，別名切歯（チゼル）で
あり，この切歯が他の競技者の頭部へ外傷を及ぼすことも少なくなく４），またマウスガードの使用により予
防・軽減できることも報告されている（図 3）５）．
スポーツにおける多職種連携の成果をより上げるためには，スポーツデンティストのいないチーム，種
目においてはドクター，トレーナーが適切なスポーツ歯科的知識，正しいマウスガードの顎口腔系に対す
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図 2　ラグビーにおける歯の損傷および相手選手の頭部裂傷

図 3　歯による皮膚損傷に対するマウスガードの効果．最上段のマウスガード装着なしに対し
1.5mmの厚さのマウスガードで裂傷に効果があり，3.0mmでは裂傷が認められない．

る効果，装着時の噛みしめの間接的外力に起因する脳振盪への効果の可能性（図 4）６，７）ならびに必要性を理
解し，選手，コーチにこれらを伝えることで，多くの傷害を予防軽減できるものと考える．また，海外へ
の遠征などスポーツデンティスト不在の場合においては，写真，レントゲン画像などを共有することで遠
隔での支援ができるものと思われる．また，マウスガードには様々な種類があり，スポーツ店で購入し選
手自身が適合をはかるボイル＆バイトタイプ，歯科医以外の業者の製作するタイプ（歯科医師法違反と考
えられる）もある．これらは，歯科医師の印象により模型上で精密に製作されるカスタムメイドタイプと
はその安全性，使用感が大きく異なることを再度，スポーツに関わる職種，関係者にご理解頂ければ幸い
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図 4 ラグビーコンタクト練習時の頭部加速度におよぼすマウスガード装着時の噛みしめの効
果．上段より 3軸直線加速度，左右咬筋，左右胸鎖乳突筋活動．咬合指示により筋活動
が上がり頭部加速度が減少している．

である．
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